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無機塩類系 M2 背色1号 水色
M3 赤色227号、背色2号、赤色102号、青色1号 紫色
Tl 黄色4号 黄色
炭酸ガス系 T2 青色l号、黄色4号、赤色106号 水色
T3 黄色4号、行色1号 緑色
S1 なし 乳白色
その他 S2 なし 乳白色
S3 なし 乳白色
表6 浴用剤溶液の洗剤添加前後のpH値
＼ なし 無機塩類系 炭酸ガス系 その他Ml M2 M3 Tl T2 T3 Sl S2 S3 
添加前 7.72 8.02 8.17 7.90 6.78 6.68 7.5 7.78 6.85 7.79 
添加
D1 7.58 8.07 8.12 7.72 6.79 6.71 7.59 7.65 6.81 7.82 
D2 7.62 8.82 8.08 7.78 6.75 6.78 7.51 7.62 6.78 7.72 
後
D3 7.65 7.9 8.10 7.82 6.79 6.75 7.51 7.65 6.79 7.71 
Kubelka-Munkの式 (1)を用いて算出した。
D (%) = (K/S (洗浄前）ー K/S(洗浄後））
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・1.0・0.6 0.0 0.6 1.0・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0 
(U) a・ の変化伍 （赤）（繰） a・ の変化伍 （赤）（緑） がの変化位 （赤）
x 白布 ● Ml ~ Tl O S1 
◎ 浴用剤なし▲ M2 △ T2 △ S2 

















































・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0・l.O・0.5 0.0 0.5 1.0 
（駄） a・ の変化凪 （赤）（紐） a*の変化伍 （赤）（紐） a・ の変化i1: (赤）
x 白布 ● Ml & Tl O S1 
◎ 浴JI剤なし▲ M2 ~T2 △ S2 






































































・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0・1.0・0.5 0.0 0.5 1.0 
(~) がの変化ra: (赤）（紐） a・ の変化凪 （赤）（紐） a・ の変化伍 （赤）
x 白布 ● Ml 6 Tl O S1 
◎ 浴用剤なし A M2 A T2 △ S2 
● M3 区 T3 □ S3 
図4i谷用剤溶液で洗浄したポリエステル白布の色変化
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4. 結論
浴用剤が洗濯に与える影轡を明らかにするた
めに、 9種の浴用剤溶液を用いて市販洗剤で洗
浄し、洗浄力評価を検討した結果、浴用剤が存
在しても洗浄力の顕著な低下は見られなかった。
3種の白布の色変化は、綿布で最も顕著で、浴
用剤に含まれている色素が影孵を及ぼしている
可能性が示唆された。また、ナイロン布は、浴
用剤に含まれている色素より汚染布からの再汚
染の可能性が高く、ポリエステル布には、浴用
剤の影孵は小さいことが明らかとなった。繰り
返し洗濯やつけ置きなどによる色素の沈焙も考
えられるので、さらに検討する必要があると考
えられる。
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